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貴殿よりの回答について 

 

6月 27日付貴社報道局長宛「報道内容に対する抗議」について、昨日貴殿より回答を文書でいただき

ました。 

しかしながら、回答内容は当方の問題意識並びに指摘とは遠く隔たっております。 

貴殿は回答書で「当該ニュースは、通常国会最終日の模様および重要法案が廃案となったことなどに

ついて、様々な立場からの多様な主張・発言を伝えようとしたもの」としております。であれば、公正・

公平を旨とする報道番組として、なおさら「報道内容に対する抗議」においても指摘させていただいた

ように、与党側の主張にも意を用いるべきではないでしょうか。民間人の「問責決議案の前に法案の採

決をしようという動きもあったが、結局与党がそうしなかった」とのコメントを借りて、廃案の責任が

すべて与党側にあるように視聴者が受け止めかねない番組づくりは、到底公正・公平とは言えません。

貴殿の回答にはこのことに対する問題意識がまったく感じられません。 

また、貴殿は回答書で「今回、貴党より民間の方の発言等に関してご指摘を受けましたことは、私ど

もとして誠に遺憾」としていますが、「報道内容に対する抗議」でも明記した通り、わが党は民間の方の

発言そのものはまったく問題視しておりません。わが党は、貴殿がおそらく「発言等」と曖昧に表現さ

れた、「等」の部分、まさに番組の構成のあり方に疑問を持ち、明快な回答を求めています。言ってみれ

ば、論点の巧妙なすり替えであり、この点においても貴殿よりの回答は誠実さに欠けるものと言わざる

を得ません。 

以上申し上げ、あらためて貴社に対するわが党の抗議とするとともに、報道内容が公正・公平を欠い

たことに対する謝罪、また全国多くの視聴者が貴社報道により誤解を受けたと推察されることから、

NEWS23番組上における謝罪と訂正を求めます。 

 

 


